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臨床研究プロジェクトROAD（Research on Osteoarthritis Against Disability）
の調査では，変形性膝関節症（ knee osteoarthritis：以下，膝OA）の罹患者
数は推計 2,530万人とされており，超高齢社会を迎えた我が国では，さらに
増加することが予想される．膝OAに対する治療の第一選択は保存療法である
が，保存療法にもかかわらず，重症化する症例に対しては，人工膝関節全置
換術（ total knee arthroplasty：以下，TKA）が有効かつ費用対効果の高い
手段であるとされている．TKA後は，歩行能力の改善による活動性の向上が
目標となるため，リハビリテーションに対する需要は高まっている．  
TKAは除痛効果と関節機能の改善により，術後早期に歩行獲得が期待でき
る．歩行獲得には，術後の機能回復が重要になると考える．先行研究では，
TKA後の機能回復には，少なくとも術後 1カ月以上の期間が必要であること
を示唆している．しかしながら，先行研究の限界として，歩行獲得が順調に
進んだ症例と歩行獲得が遅延した症例の機能回復の違いについては検討さ
れていないことが挙げられる．そのため，歩行獲得に対する術後早期の機能
回復の違いを明らかにする必要性は高い．  
また近年，TKAでは最小侵襲手術（minimally invasive surgery：以下，MIS）
法が行われるようになり，従来法と比較して，術後の疼痛軽減や関節機能の
早期回復が認められるため，入院期間の短縮に有効であると報告されている．
本邦におけるTKA後の入院期間に関する先行研究では，医療保険制度や社会
的背景が影響すると推察されているが，MIS法によるTKA適用患者の入院期
間に影響を及ぼす機能的因子については明らかになっていない．超高齢社会
における社会保障費の急増が問題となっている我が国では，入院期間の短縮
は医療費適正化計画の目標のひとつでもあるため，理学療法士が介入可能な
術後早期の機能回復と入院期間との関係を明らかにすることは重要である． 
本研究の目的は，TKA後の機能回復と歩行獲得・入院期間との関係につい
て検討し，早期リハビリテーションにおいて着目すべき機能を明らかにする
ことである．本論文では，第 1章において，TKA後の歩行獲得に対する術後
早期の機能回復の違いについて検討し，歩行獲得を目的とした早期リハビリ
テーションにおいて着目すべき機能を明らかにした．また，第 2章では，MIS
法によるTKA適用患者の入院期間に影響を及ぼす機能的因子について検討
し，入院期間短縮を目的とした早期リハビリテーションにおいて着目すべき
機能を明らかにした．そして，第 3章では，第 1章と第 2章の結果を基に総合
考察を行い，TKA後の早期リハビリテーションに対する臨床提言を述べた． 
第 1章において検討した研究結果より，歩行獲得群と歩行遅延群の術後 2週
の術側膝伸展筋力・術側膝屈曲筋力・術側膝関節屈曲可動域（ range of 
motion：以下，ROM）・歩行速度は，術前機能と比較して有意に低値を示し
たが，歩行獲得群の術後 2週の術側膝伸展ROMと疼痛は，術前機能と比較し
て有意に高値を示した．すなわち，歩行獲得が順調に進む症例は，術後 14日
目までに術側膝伸展ROMが改善し，疼痛が軽減することが明らかになった．
以上のことから，TKA後の歩行獲得を目的とした早期リハビリテーションで
は，膝伸展ROMの改善と疼痛軽減に着目すべきである．  
第 2章において検討した研究結果より，歩行速度の変化量と歩行自立日数
は入院期間に影響を及ぼす機能的因子であり，交絡因子の影響からも独立し
ていた．一方，膝関節筋力やROMなどの身体機能の変化量は，入院期間に影
響を及ぼす機能的因子として抽出されなかった．すなわち，術前から術後 14
日目までの歩行速度の回復が早く，早期にT字杖歩行が獲得できる症例は，
入院期間が短期化することが明らかになった．以上のことから，MIS法によ
るTKA適用患者の入院期間短縮を目的とした早期リハビリテーションでは，
歩行速度の回復と早期の歩行獲得に着目すべきである．  
第 3章の総合考察より，TKA後の膝OA患者の歩行獲得を促進させるために
は，炎症症状の改善による疼痛軽減と膝伸展ROMの改善に着目すべきであり，
これらのことを理学療法評価と治療に反映すべきである．また，本研究結果
は，歩行能力の早期改善に主眼を置いた活動性を高める介入を積極的に実施
することによって，MIS法によるTKA適用患者の入院期間短縮に繋がる可能
性を見出した．  
本研究は，TKA後の早期リハビリテーションにおいて，着目すべき機能を
明らかにすることができたため，理学療法学の発展に寄与すると考える．  
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